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本
会
の
五
本
幸
正
会
長
（
富
山

市
議
会
議
長
）
ら
地
方
六
団
体
の

代
表
は
１１
月
２２
日
、
総
理
大
臣
官

邸
で
開
か
れ
た
「
国
と
地
方
の
協

議
（
第
５
回
）
」
に
出
席
し
、
菅

直
人
内
閣
総
理
大
臣
ら
政
府
側
の

代
表
と
意
見
を
交
わ
し
た
。

ま
た
、
地
方
側
か
ら
は
、
地
域

主
権
関
連
３
法
案
の
今
臨
時
国
会

に
お
け
る
成
立
を
求
め
る
緊
急
決

議
�
左
掲
�
が
提
出
さ
れ
た
。
５

回
目
と
な
る
協
議
の
テ
ー
マ
は
▽

地
域
主
権
改
革
▽
地
方
税
制
・
地

方
財
政
対
策
▽
子
ど
も
手
当
・
子

育
て
支
援
│
―
の
３
つ
。

菅
総
理
は
冒
頭
の
挨
拶
で
「
地

域
主
権
改
革
」
を
政
権
の
最
重
要

政
策
課
題
と
明
言
。
継
続
審
議
と

な
っ
て
い
る
地
域
主
権
関
連
３
法

案
に
つ
い
て
は
、
１２
月
３
日
に
会

期
末
を
迎
え
る
臨
時
国
会
で
の
成

立
を
目
指
す
と
強
調
し
た
。

五
本
会
長
は
政
府
側
へ
３
点
の

実
現
を
要
請
。
菅
総
理
が
力
強
く

語
っ
た
地
域
主
権
関
連
３
法
案
の

早
期
成
立
に
万
全
を
期
す
よ
う
求

め
る
と
と
も
に
、
地
方
交
付
税
増

額
に
よ
る
地
方
一
般
財
源
総
額
の

確
保
、
２３
年
度
以
降
の
子
ど
も
手

当
の
全
額
国
費
負
担
を
求
め
た
。

本会の五本幸正会長
（右列の奥から２人
目）らが、政府側代
表と意見交換した。
政府からは、菅総理、
仙谷官房長官、片山
総務相・内閣府特命
担当相（地域主権改
革）、野田財務相、
玄葉国家戦略担当相
らが出席した。

地域主権関連３法案の今臨時国会における
成立を求める緊急決議

「国と地方の協議の場に関する法律案」

など地域主権関連３法案は、先の通常国

会において参議院では可決されたが、継

続審議となった。我々地方六団体は政府

・与野党に対し再三にわたり早期成立を

要請してきたが、今臨時国会においては

未だ委員会での審議すら行われず、会期

末が迫る中、成立の見通しが立っていな

い。

３法案は、地方が長年にわたって要請

してきた「協議の場」の具体化や義務付

け・枠付けの見直しなど、真の分権型社

会実現のために不可欠なものである。

また、これらは昨夏の総選挙で与野党

が揃って公約に掲げた政策でもある。こ

こで立ち止まることは、国民に対しても

許されない。目に見える成果を制度とし

て具体的に実現することこそ重要であ

り、３法案を今臨時国会において一刻も

早く成立させるよう、改めて強く求める

ものである。

平成２２年１１月２２日 地方六団体

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員
長
�

青
木
章
・
幸
手
市
議
会
議
長
）
が

１１
月
１９
日
、
地
方
行
政
委
員
会

（
委
員
長
�
高
田
正
弘
・
井
原
市

議
会
議
長
）
と
建
設
運
輸
委
員
会

（
委
員
長
�
上
谷
幸
彦
・
西
宮
市

議
会
議
長
）
が
２４
日
、
社
会
文
教

委
員
会
（
委
員
長
�
石
山
米
男
・

横
手
市
議
会
議
長
）
が
２６
日
、
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
要
望
事
項
を

ま
と
め
る
と
と
も
に
委
員
会
終
了

後
に
は
要
請
活
動
を
実
施
し
た
。

な
お
、
地
方
財
政
委
員
会
に
つ

い
て
は
１１
日
、
既
に
会
議
と
要
請

活
動
を
終
え
て
い
る
�
本
紙
１
７

７
９
号
に
掲
載
。
４
委
員
会
の
詳

細
を
２
面
と
３
面
へ
掲
載
す
る
。

【
写
真
】
社
文
委
の
正
副
委
員
長

に
よ
る
要
請
活
動
（
右
か
ら
川
越

民
主
陳
情
要
請
対
応
副
本
部
長
、

石
山
委
員
長
、
鈴
木
副
委
員
長
、

川
本
副
委
員
長
）
�
１１
月
２６
日
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1780号１２月５日平成22年
（2010年）

産
経
地
行
建
運
社
文本会

４４
委委
員員
会会
開開
くく

「「
国国
とと
地地
方方
のの
協協
議議
」」でで
意意
見見
交交
換換

地
域
主
権
関
連
３
法
案
で
緊
急
決
議
を
提
出
―
六
団
体

（１） 平成２２年１２月５日 第１７８０号



産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

産
業
経
済
委
員
会
は
１１
月
１９

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
平
成
２３
年
度
産
業

経
済
施
策
に
つ
い
て
の
要
望
を
決

定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

�
農
業
振
興
対
策
�
戸
別
所
得
補

償
制
度
に
つ
い
て
の
持
続
可
能
な

制
度
設
計
と
所
要
財
源
の
確
保
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
に

つ
い
て
制
度
及
び
申
請
手
続
き
の

簡
素
化
と
十
分
な
財
政
措
置
、
食

料
自
給
率
の
向
上
、
野
生
鳥
獣
に

よ
る
農
作
物
被
害
の
防
止
な
ど
�

林
業
振
興
対
策
�
急
峻
地
や
山
奧

部
な
ど
で
施
業
放
棄
さ
れ
て
い
る

民
有
林
地
域
に
対
す
る
森
林
整
備

制
度
創
設
と
国
有
林
野
に
お
け
る

国
土
保
全
・
水
源
林
な
ど
の
公
益

的
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
適
正

な
管
理
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

な
ど
�
水
産
業
振
興
対
策
�
水
産

資
源
の
持
続
的
利
用
な
ど
�
農
林

水
産
業
共
通
対
策
�
農
林
水
産
物

の
価
格
の
適
正
化
、
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
等
諸
外

国
と
の
貿
易
交
渉
・
協
議
へ
の
慎

重
な
対
応
な
ど
�
食
の
安
全
及
び

消
費
者
の
信
頼
確
保
対
策
�
生
産

履
歴
管
理
（
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

シ
ス
テ
ム
）
な
ど
の
普
及
促
進
、

輸
入
食
材
等
の
安
全
確
保
な
ど
�

中
小
企
業
振
興
対
策
等
�
緊
急
保

証
制
度
の
取
扱
期
間
の
延
長
と
認

定
要
件
項
目
の
緩
和
、
地
域
資
源

の
活
用
促
進
な
ど
�
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
�
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生

産
拡
大
と
利
活
用
の
推
進
な
ど

会
議
終
了
後
、
青
木
章
委
員
長

（
幸
手
市
議
長
）
、
塩
谷
久
司
副

委
員
長
（
羽
咋
市
議
長
）
、
山
根

貴
行
副
委
員
長
（
善
通
寺
市
議

長
）
は
、
加
賀
谷
健
・
民
主
陳
情

要
請
対
応
副
本
部
長
ら
に
面
談
、

要
望
し
た
。

当
日
は
、
農
林
水
産
省
の
山
口

英
彰
・
大
臣
官
房
参
事
官
が
「
農

業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

地地
方方
行行
政政
委委
員員
会会

地
方
行
政
委
員
会
は
１１
月
２４

日
、東
京
・
都
道
府
県
会
館
で
委
員

会
を
開
き
、
地
方
行
政
関
連
施
策

に
つ
い
て
の
要
望
を
決
定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

�
地
域
主
権
改
革
の
推
進
�
地
域

主
権
改
革
関
連
３
法
案
の
早
期
成

立
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
の
見
直

し
と
条
例
制
定
権
の
拡
大
、
国
と

地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
と
都

道
府
県
か
ら
市
へ
の
権
限
移
譲
な

ど
�
地
方
議
会
の
権
能
強
化
等
�

地
方
議
会
議
員
の
法
的
位
置
付
け

の
明
確
化
、
地
方
議
会
の
権
能
強

化
を
図
る
た
め
議
長
に
議
会
招
集

権
を
付
与
す
る
こ
と
、
地
方
議
会

議
員
選
挙
に
お
け
る
法
定
ビ
ラ
頒

布
の
制
度
化
な
ど
�
消
防
防
災
体

制
の
充
実
強
化
�
消
防
防
災
施
設

・
設
備
整
備
に
対
す
る
財
政
措
置

の
充
実
な
ど
�
過
疎
地
域
の
自
立

促
進
�
過
疎
地
域
に
対
す
る
財
政

措
置
の
充
実
な
ど
�
合
併
市
町
村

に
対
す
る
支
援
の
拡
充
及
び
国
の

制
度
創
設
・
改
正
時
の
シ
ス
テ
ム

構
築
�
合
併
市
町
村
に
対
す
る
財

政
措
置
の
充
実
な
ど
�
基
地
対
策

関
係
予
算
の
確
保
等
�
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金
の
所
要
額
確
保

な
ど
�
治
安
対
策
の
強
化
等
�
北

方
領
土
返
還
�
早
期
の
返
還
実
現

な
ど
	
人
権
救
済
制
度
の
確
立

会
議
終
了
後
、
高
田
正
弘
委
員

長
（
井
原
市
議
長
）
、
宮
忠
志
副

委
員
長
（
恵
庭
市
議
長
）
、
国
兼

晴
子
副
委
員
長
（
大
和
市
議
長
）

は
、
加
賀
谷
健
・
民
主
陳
情
要
請

対
応
副
本
部
長
に
面
談
、
要
望
し

た
。当

日
は
、
総
務
省
自
治
行
政
局

の
安
田
充
・
行
政
課
長
が
「
地
域

主
権
改
革
の
動
向
」
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

建建
設設
運運
輸輸
委委
員員
会会

建
設
運
輸
委
員
会
は
１１
月
２４

日
、
東
京
・
主
婦
会
館
で
委
員
会

を
開
き
、
平
成
２３
年
度
建
設
運
輸

対
策
に
つ
い
て
の
要
望
を
決
定
し

た
。要

望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

�
各
種
交
通
基
盤
整
備
の
推
進
�

高
速
道
路
を
中
心
と
し
た
高
規
格

幹
線
道
路
網
整
備
へ
の
恒
久
財
源

の
確
保
と
地
域
高
規
格
道
路
整
備

に
つ
い
て
の
所
要
予
算
確
保
、
整

備
新
幹
線
の
未
着
工
区
間
の
早
期

完
成
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
及

び
再
生
の
推
進
、
空
港
整
備
の
推

進
、
港
湾
整
備
の
推
進
な
ど
�
自

然
災
害
対
策
の
推
進
�
効
率
的
か

つ
重
点
的
な
水
害
・
土
砂
災
害
対

策
、
地
震
・
津
波
対
策
に
つ
い
て

各
種
施
策
の
早
期
具
現
化
と
財
政

措
置
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る
床
上
浸

水
等
家
屋
被
害
に
対
し
て
も
被
災

者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
適
用
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な

ど
�
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
�
中
心

市
街
地
活
性
化
推
進
、
都
市
公
園

の
整
備
推
進
、
下
水
道
整
備
の
推

進
、
郵
便
局
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
�

観
光
立
国
の
推
進
�
観
光
立
国
実

現
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
た
「
観
光
庁

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
着
実
な

推
進
、
滞
在
型
観
光
を
促
進
す
る

た
め
、
地
域
の
観
光
圏
を
創
造
す

る
「
観
光
圏
整
備
事
業
」
の
拡
充

な
ど会

議
終
了
後
、
上
谷
幸
彦
委
員

長（
西
宮
市
議
長
）と
嵐
等
副
委

員
長（
越
前
市
議
長
）、川
畑
善
照

副
委
員
長（
薩
摩
川
内
市
議
長
）

は
、
中
川
治
・
民
主
陳
情
要
請
対

応
副
本
部
長
ら
に
要
望
し
た
。

当
日
は
観
光
庁
の
天
谷
直
昭
・

総
務
課
長
が
「
観
光
立
国
の
実
現

に
向
け
た
取
組
」
に
つ
い
て
、
内

閣
府
の
井
上
晋
・
政
策
統
括
官

（
防
災
担
当
）
付
企
画
官
（
総
括

担
当
）
が
「
今
後
の
防
災
対
策
」

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
。

加賀谷健・民主陳情要請対応副本部長（左から２人目）に要望

加賀谷健・民主陳情要請対応副本部長（正面）と面談

中川治・民主陳情要請対応副本部長（右）と面談

第１７８０号 平成２２年１２月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会

社
会
文
教
委
員
会
は
１１
月
２６

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
委

員
会
を
開
き
、
平
成
２３
年
度
社
会

文
教
施
策
に
つ
い
て
の
要
望
を
決

定
し
た
。

要
望
事
項
等
は
次
の
と
お
り
。

�
地
域
医
療
施
策
�
医
師
不
足
・

偏
在
対
策
な
ど
�
保
健
衛
生
施
策

等
�
細
菌
性
髄
膜
炎
の
予
防
対

策
、
が
ん
検
診
推
進
事
業
な
ど
�

国
民
健
康
保
険
制
度
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
�
国
民
健
康
保
険

制
度
の
充
実
な
ど
�
介
護
保
険
制

度
�
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
な

ど
�
少
子
化
対
策
等
�
妊
婦
健
診

・
不
妊
治
療
へ
の
財
政
措
置
、
子

ど
も
手
当
財
源
の
全
額
国
庫
負
担

な
ど
�
雇
用
対
策
�
地
域
雇
用
対

策
、
若
年
者
雇
用
対
策
の
充
実
な

ど
�
社
会
福
祉
施
策
�
障
が
い
者

自
立
支
援
な
ど
�
環
境
保
全
施
策

�
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
支
援
体

制
強
化
な
ど
	
文
教
施
策
�
必
要

十
分
な
義
務
教
育
予
算
の
確
保
、

少
人
数
教
育
の
実
現
、
公
立
小
中

学
校
施
設
の
耐
震
化
な
ど

会
議
終
了
後
、
石
山
米
男
委
員

長
（
横
手
市
議
長
）
、
川
本
雅
之

副
委
員
長
（
瀬
戸
市
議
長
）
、
鈴

木
邦
雄
副
委
員
長
（
四
国
中
央
市

議
長
）
は
、
川
越
孝
洋
・
民
主
陳

情
要
請
対
応
副
本
部
長
に
面
談
、

要
望
し
た
�
１
面
写
真
掲
載
。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
保
険
局

の
吉
岡
て
つ
を
・
高
齢
者
医
療
課

長
が
「
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直

し
」
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
大

臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部
の
瀧
本

寛
・
施
設
助
成
課
長
が
「
学
校
施

設
耐
震
化
促
進
等
（
一
括
交
付
金

化
の
動
向
を
含
む
）
」
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

全全国国市市議議会会事事務務局局職職員員研研修修会会
平成２３年１月２７～２８日 東京・砂防会館で開催
全国市議会議長会は、「第５８回全国市議会事務局職員研修会」を

下記日程のとおり開催いたします。

開催案内は１１月３０日に各市議会事務局へ送付しておりますので、

平成２３年１月１４日までに「出欠報告書」にてご報告をお願いいたし

ます。

記

【１日目】 １月２７日（木）

１３：３０ 開会あいさつ

全国市議会議長会事務総長 大竹 邦実

１３：３５ 講演１「地方行政をめぐる最近の動向について」

総務省自治行政局行政課長 安田 充

１５：２０ 講演２「（仮）議会事務局のあり方について」

立命館大学教授 駒林 良則

【２日目】 １月２８日（金）

１０：００ 講演１「議会運営について」

市町村アカデミー客員教授 大塚 康男

１１：３０ 昼食休憩

１２：３０ 講演２「体験的議会私史―事務局職員として―」

北九州市議会事務局長 三坂 敏博

１３：３０ 閉会

会 場：砂防会館１階「利根」

東京都千代田区平河町２‐７‐５ �０３‐３２６１‐８３８６
参加費：無料

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
は
じ
め
全
国
自
治
体
病

院
開
設
者
協
議
会
、
地
方
六
団
体

な
ど
１０
団
体
の
主
催
に
よ
り
１１
月

２５
日
、
自
治
体
病
院
全
国
大
会
２

０
１
０
「
地
域
医
療
再
生
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー

会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
「
今
後
の
地

域
医
療
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
―

医
療
に
対
す
る
資
源
配
分
を
考
え

る
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
医
療

の
確
保
に
向
け
た
諸
施
策
の
推
進

に
資
す
る
た
め
の
講
演
、
討
論
が

行
わ
れ
た
。

平
成
１９
年
１２
月
に
総
務
省
が
示

し
た
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
、
地
方
自
治
体
は

「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策

定
、
病
院
事
業
の
経
営
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
医
師

不
足
の
解
消
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、と
り
わ
け
救
急
医
療
や
産
科
、

外
科
な
ど
は
深
刻
で
地
域
の
医
療

崩
壊
を
招
い
て
い
る
。
国
の
早
急

な
対
応
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
約
３
０
０
人

が
参
加
し
、
全
国
自
治
体
病
院
経

営
都
市
議
会
協
議
会
か
ら
は
会
長

の
西
條
正
道
・
徳
島
市
議
会
議
長

は
じ
め
副
会
長
な
ど
役
員
２４
市
の

議
長
ら
が
参
加
し
た
。

▼
議
長

▽
秦
野

平
沢
信
子（
９
・
２
）

▽
勝
山

清
水
清
蔵（
９
・
３
）

▽
柏

山
田
一
一（
９
・
３
）

▽
小
矢
部

中
村
重
樹（
９
・
７
）

▽
名
張

柳
生
大
輔（
９
・
８
）

▽
有
田

北
裏
博
己（
９
・
８
）

▽
金
沢

田
中

仁（
９
・
９
）

▽
土
佐
清
水
武
藤

清（
９
・
１０
）

▽
高
砂

池
本

晃（
９
・
１７
）

▽
安
芸

米
田
佐
代
子（
９
・
１７
）

▽
松
原

山
本
真
吾（
９
・
２１
）

▼
副
議
長

▽
秦
野

佐
藤

敦（
９
・
２
）

▽
勝
山

松
村
治
門（
９
・
３
）

▽
柏

山
内
弘
一（
９
・
３
）

▽
小
矢
部

石
田
義
弘（
９
・
７
）

▽
名
張

吉
住
美
智
子（
９
・
８
）

▽
有
田

諏
訪
秀
夫（
９
・
８
）

▽
金
沢

福
田
太
郎（
９
・
９
）

▽
土
佐
清
水
岡
林
喜
男（
９
・
１０
）

▽
取
手

佐
藤
隆
治（
９
・
１３
）

▽
高
砂

入
江
正
人（
９
・
１７
）

▽
安
芸

�
川
孝
勇（
９
・
１７
）

▽
松
原

池
内
秀
仁（
９
・
２１
）

議議
会会
人人
事事

あいさつする石山社文委員長

自
治
体
病
院
全
国
大
会
２
０
１
０

「
地
域
医
療
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
す
る
西
條
正
道

・
全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議
会

協
議
会
会
長
（
徳
島
市
、
手
前
）

（３） 平成２２年１２月５日 第１７８０号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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近
年
、
２０
歳
か
ら
３０
歳
代
の
女

性
に
急
増
し
て
い
る
子
宮
頸
が
ん

は
、
年
間
約
１
万
５
０
０
０
人
が

発
症
し
、
死
亡
率
が
高
く
推
計
で

約
３
５
０
０
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

発
症
の
原
因
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）の
感
染
に
よ

る
も
の
だ
が
、
唯
一
ワ
ク
チ
ン
で

予
防
で
き
る
が
ん
で
あ
る
。

平
成
１８
年
に
ア
メ
リ
カ
で
予
防

ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ
れ
て
以
降
、

欧
米
な
ど
世
界
１
０
０
カ
国
以
上

で
接
種
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
先

進
３０
カ
国
で
は
公
費
に
よ
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
１０
月
、
日
本
で
も
よ
う
や

く
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が

承
認
さ
れ
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

免
疫
に
必
要
な
接
種
３
回
分
の
費

用
は
自
己
負
担
で
、
合
計
約
５
万

円
と
高
額
に
な
る
た
め
、
接
種
率

が
向
上
し
な
い
状
況
に
あ
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
へ
の
公
費
助
成
を
実

施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

居
住
地
に
よ
り
接
種
機
会
に
格
差

が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
国
の

取
り
組
み
が
望
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
意
見
書
で
は
、
予
防

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
は
国
に
よ
る

全
国
一
律
の
公
費
負
担
と
す
る
な

ど
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普

及
を
図
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

本
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、
各
市
議
会
か
ら
任
意
に
提
供
さ
れ
た
、
９
月
定
例
会
を
中
心
と
し
た
意
見
書
・

決
議
の
議
決
状
況
を
（
上
）
（
下
）
に
ま
と
め
た
。
今
回
（
上
）
で
最
多
と
な
っ
た
の
は
、
子
宮
頸
が
ん

の
予
防
措
置
実
施
の
推
進
を
求
め
る
も
の
１
１
１
件
。
次
い
で
、
３０
人
以
下
学
級
の
早
期
実
現
、
義
務
教

育
国
庫
負
担
制
度
拡
充
な
ど
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
９３
件
と
な
っ
て
い
る
。

▽
１
月
１９
日

全
国
市
議
会
議
長

会
基
地
協
議
会
�
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
（
午
後
３

時
、
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館
）

▽
１
月
１９
日

全
国
自
治
体
病
院

経
営
都
市
議
会
協
議
会
�
正
副

会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議

（
午
後
３
時
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
１
月
２７
日

全
国
高
速
自
動
車

道
市
議
会
協
議
会
�
正
副
会
長

・
監
事
・
相
談
役
会
議
（
午
後
２

時
、
全
国
都
市
会
館
）

▽
１
月
２７
日
・
２８
日

全
国
市
議

会
議
長
会
�
全
国
市
議
会
事
務

局
職
員
研
修
会
（
２７
日
午
後
１

時
半
、
２８
日
午
前
１０
時
、
砂
防

会
館
）

行行
事事
予予
定定

決 議

【 １】

－

１

【 ２】

－

－

－

－

１

１

【 １】

－

－

－

－

－

１

【 ６】

－

－

－

－

－

２

－

４

【 １】

－

－

－

－

－

１

【 ２】

－

２

【 １３】

【 ４５】

意見書

【 ５１】

３８

１３

【 ５０】

９

９

７

６

５

１４

【２３０】

１１１

２５

２０

２０

１９

３５

【２１３】

９３

４０

１３

１０

１０

７

５

３５

【１２２】

４２

１７

１５

１０

７

３１

【 １９】

８

１１

【６８５】

【１１３８】

件 名

【税・財政】

○地方財政の充実・強化

○その他

【地方行政・議会・選挙】

○地方分権に対応する地方議会の確立

○永住外国人に対する地方参政権付与の法制化に反対
・慎重な対応を求める

○議長への臨時会招集権の付与

○衆議院の比例定数削減に反対

○地方議会議員年金制度の抜本的な見直し・廃止、適切
な措置

○その他

【医療・保健衛生】

○子宮頸がん予防措置実施の推進

○Ｂ型肝炎問題の早期全面解決

○国民健康保険への国庫負担増額など

○保険でより良い歯科医療の実現

○ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチンなどの定期接種、公費
助成、無料化等ワクチン行政の充実

○その他

【教育・文化】

○３０人以下学級など少人数学級の実現、義務教育費国
庫負担制度の堅持、新たな「教職員定数改善計画」策
定、教育予算の拡充など

○私学助成の増額と拡充

○司法修習生に対する給費制の存続

○愛知県の私学助成の増額と拡充

○保護者負担の軽減と就学・修学支援に関わる制度の拡
充

○公立小中学校への冷房機設置の推進

○発達障がいや、その他文字を認識することに困難のある
児童生徒のためのマルチメディアデイジー教科書の普
及促進

○その他

【農林・水産】

○米価の大暴落に歯止めをかける緊急対策など

○森林林業政策の早急かつ確実な推進

○免税軽油制度の継続

○口蹄疫被害の復興支援と再発防止

○鳥獣被害対策の充実

○その他

【公害・環境保全】

○大阪・泉南アスベスト国家賠償請求訴訟の１日も早い
解決

○その他

【合 計】

【総合計】

１２月５日現在の市数
８０９市

１９市
４０市
４１市
６８６市
２３区

うち
指定都市
中核市
特例市
一般市
特別区

議会
「
子
宮
頸
が
ん
予
防
措
置
の
推
進
」最
多

９９
月月
定定
例例
会会
のの

意意
見見
書書
・・
決決
議議
のの
状状
況況

（上）

意見書・決議の議決状況（上） （２２．８．１～１０．３１）

第１７８０号 平成２２年１２月５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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